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インドの高校生３８名の訪問がありました。
◆今号の記事は，尾見教頭先生が書いてくれました。

５月24日（木）午後，科学技術振興機構（以下JST）主催のさくらサイエンスハイ
スクールプログラムで，インドの高校生38名と引率の先生8名が来校されました。38
名の高校生は，インド国内外において科学分野の賞を獲得しているエリート集団です。
５校時には，本校の寺田先生の進行で，飯倉先生がリードする2年次生（中２）がホ

スト役となり，全体交流会を開催しました。尾見教頭の英語での歓迎の挨拶のあと，寺
田先生が本校の概要を説明しました。３大行事は珍しかったようです。大注目だったの
は，２年次生全員での合唱『時の旅人』です。きれいなハーモニーが奏でられ，ほぼ全
員のゲストがスマートフォンで動画を撮影していました。
ゲストによるインド紹介ではJai Hindさんがスライドを見せて説明してくれたのです

が，生徒の反応は「？？？」。ほとんどの生徒が初めての「インド英語」に戸惑いを隠
しきれませんでした。その表情を見て，同行する通訳の人が日本語で補足してくれまし
た。また６人が代表して歌とヨガを披露してくれました。２年次生は体がうずいたのか，
ヨガを一緒にやり始めました。これを見てゲストはまた動画撮影。インドの方々もJST
の方々も，とても喜んでくれました。
６校時には各クラスの英語係がゲストを教室にエスコートし，グループで交流をしま

した。折り紙でツルや手裏剣，兜を一緒に作ったり，「かえで祭」のクラス企画のアト
ラクションの体験をしてもらったりして，インドからのゲストは「日本文化体験」を堪
能していました。JSTの方々が「並木中等の子たちはよく話して素晴らしい」とおっし
ゃる通りで，英語での会話の内容はいろいろな方向に広がっていったようです。２年次
生にとって，とても新鮮な英語体験であったと思います。

◆本校には，海外からのお客様がよくいらっしゃいます。その都度，担当年次を決めて交流会を
開催しています。今回は，２年次生(中２)が担当でした。英語を使ういい機会になりました！


